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要　旨　　ネ ットワークグループ長崎Ｃキューブの７年問の地域母子保健活動を振り返 った ．ヤな活動内容

は， 母子保健 ・助産に携わる人たちへ向けた勉強会 ・セミナーや地域の母子およびその周囲の人々へ向けた

各種クラス等（両親学級、育児学級等）のイベントの開催，月２回の定例会とイベント前の臨時例会，会員

へ年に４回のミニレター 発行などであった ．開催した各種イベントは参加者や乍催者ともに満足度や評価が

高か った ．今後の諜題としてＧ）女件のライフステージ全般へのアプローチとサポートという視点で振り返る

と， 幼児期，思春期，更年期などは取り ．ｈげていないので今後活動に入れていく必要がある ，¢専門職とし

ての活動の活性化は凶れているが，地域に根ざしたネ ットワーク活動を行 っていくには ，お母さんグループ

等の地域で沽動しているネ ットワークグループと交流をもち地域の二一ズを把握していく必要がある ，　イ

ベント後にとっているアンケート内容の検討を行い，評価方法を再考する ，０マンパワーの確保と強化があ

がった

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長崎大学医学部保健学科紀要１６（２） １８３－８６ ．２００３

Ｋｅｙ　Ｗｏｒｄｓ　：　ネ ットワーク ，長崎Ｃキュ］ブ

はじめに

　長崎Ｃキューブは職種，職域を越えたネ ットワーク活

動で母
’ｒ・を支援しょうとする ，母子にかかわる専門職の

グループである ．Ｃキューブというネーミングには３つ

のＣ ，つまり ，ｃｏｎｃｅｐｔｉｏｎ／Ｃｈｉ１ｄｂｉｒｔｈ／ｃｈｉ１ｄ
ｃａｒｅ を立

体的にとらえ ，白由な雰囲気のもと母子支援活動の活性

化を図ろうという願いが込められている ．１９９６年に母 ・戸

保健 ・助産に関心のある専門職を中心にしてメンバー９

私で結成された ．現在は会員３３名となり ，幅広い職域で

活動している ．これまで，事務局を中心に月２回の定例

会と年１回のセミナー 不定期に両親学級や ，勉強会を

行っ てきた 、その様一戸を１９９９年１２月の助産婦雑誌に活動

状況を報告し
］「 今後の展望についてｃ）母子およびその

周囲の人々のサポートの持続と強化，　他のネ ットワー

クグループとの交流，　職種，職域をこえた活動の展開 ，

０知識，技術の向上と述べた．さらにそれから４年が維

過した ．結成７年目をむかえたのを機に ，これまでの活

動を総括し ，再度今後の活動の方向性について検討を加

えることとした

１． 長崎Ｃキューブの概要

（１）結成当時の活動〕的

○妊婦，産後の母親 ・児に限らず，父親，周囲の援助

　　者も含めて困 ったとき ，悩んだときいつでも相談対

　　処できる駆け込み寺的存在として支援していく

　既成の概念にとらわれることのない知識，技術の向

　上を図る

　職場，職域をこえた仲間つくり

０地域の妊婦，母親，父親．また女性のライフステー

　ジ全般へのアプローチとサポート

（２）会員の構成と推移

　結成当時９名でスタートしたが，イベントや勉強会な

どさまざまな機会を逓して会員募集を行なっ てきた

２０００年には会員数３７名となり ，以後転勤等で多少の増減

があり ，班在３３名となっている ．職種別では助産師３０人
，

保健帥２人，看護師１人である ．職域別内訳は表１に示

すように地域で働く開業助産師，教育に携わる学校関係

者， 産婦人科病棟や小児科外来等病院に勤務するもの
，

役所に勤務するもの ，新生児訪問を ・仁に行う征宅助産師

等幅広い職域のメンパーで構成されている

表１ ．職域別人数

職域 人数

開業助産師 ２

学校関係 ６

産婦人科病棟勤務 １９

小児科外来勤務 １

保健所勤務 １

役所勤務 ２

在宅助産師 ２

ユ長崎大学医学部保健学科

２開業助産師

３　［本赤 ’１’ 字祉長崎原爆病院
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山１崎真紀 ・了・他

２． おもな活動内容

　おもな活動の内容として，０母子保健 ・助産に携わる

人たちへ向けた勉強会 ・セミナーや地域の母子およびそ

の周囲の人々へ向けた各種クラス等のイベントの開催
，

　月２回の定例会とイベント前の臨時例会，　会員へ年

に４１口１のミニレター 発行，＠次年度の計１剛ま’前年に会員

にアンケート調査を行い活動内容決定，（蔓）長崎県助産師

会との連携，　他県のネ ットワークグループとの情報

交換などである 、これまで行なっ てきた活動内容を前

述の助産婦雑誌で述べた今後の展望の４つの視点から総

括する ．開催したイベントは表２に年別活動内容として

示す

表２
．一

年別活動内容

年月 活動内容
１舳年３月 第ｒ回セ…ナー　 「春風に乗せてＮ筥ｗ　Ｗ目ｖ目１ｎ ながさき」

・真の助産婦を求めて「脂導者」から「ドウーラ」へ

・アクティプバース ・１」ラクセーション ・ホームパース

旧０７年７月 アロマ丁ワピー勉強会

１９９一年９月 …、れあい両親学級

・胎児体感 ・妊娠期の過ごし方 ・妊娠期の性生活

・リラクセーション

１９０８年３月 第２回セ；ナー　「春の息吹を感じて鼓動聞」えますか

川小さい鼓動大きい鼓動…」
・講演 ＝「世界のお産事情」 ・実技 ＝マタニティーヨーガ

・講演 ＝「日本と韓国の子産み子育て一伝承と変容」

柚９８年５月 ；、れあい育児学級
１９眺年Ｏ月 ベビーマッサージとダイオキシン勉強会
１９９９年２月 「Ｍｉｄｗｉｆ岬Ｔｏｄ宙ｙ」助産婦国際会講参加報告会

旭９０年５月 第３回セミナー　「萌えいずる若葉のよっに私か引：

～世界のお産を知ろう。今を見つめ直そう～」

・講演 ＝「世界のお産事情」 ・講演 ：「私たちが病院をどう変えたか」

・分科会 １ヒーリング、フリースタイル出産、アロマテラピー ペビーマッサージ
１９９９年７月 自然食についての勉強会
旭０９年ｏ月 舌んわかマタ＿丁イークワス～おぼあちゃんと一緒 ～

１９９０年１１月 お産の話」お母さんグループとの交流会

２０００年２月 講演会 １ｒ国際看謹～母子看護かｂみる国際貢椥■ついて～」

２０００年５月 舌んわか育児学級
２０００年一月 第４回セミナー＾ＰＯＳｌＴ１ＶＥＭＹＳＥＬＦＥ

イギ■」ス産科Ｄｒ ドナルド ・ギブを迎えて

イギリスからのメッセージ ＝２１世紀のお産を考えるＭｗと

産科医のコラボレーション」

・助産婦に伝えたい二と一施設の中で共に働＜価値観を見直す」

・イギリスの助産婦活動１＝学ぷもの一ＮＨＳとはなんでしょう？

大学病院でのオープンシステム　男性助産師の存在
２０００年７月 愛知県岡崎市吉村医院見学ソアー

・総檜づくりお産の象と彗・る屋見学 ・吉村医院院長吉村正先生との覗談
２００１年３月 ＿ンププクフス

・疑似分娩、リラクゼーション．赤ちゃんへのメッセージ

２００ｒ年９月 第５回セ…ナー「お産のヒューマ＿ゼーション ・長崎かｂのメッセージ」

・講演 ＝「ファインダーからのぞいたお産のヒューマニゼーション」

・ディスカッション＝「お話しまＬよう１産む人の気持ち，見守る人の気持ち」

長崎のヒューマニゼーションっ て？

２００２年１２月 助産の中の食育を考える｝ 」ろ ・かｂだ ・社会を育む“食 」

部＝ 講義助産婦だから食育を！２部 ：調理実習

２００３年７月 お産のつぼ勉強会

２００３年１０月 フィー」ング ・ハーモニー｝赤ちゃんと一緒のコンサート山

ラスとしては育児学級を開催し継続的なサポートを行 っ

た． 産前のクラスの内容は妊娠分娩期の過ごし方，妊

娠巾の性生活，母乳，胎児体感，呼吸法，アロマテラ

ヒー 　リラクゼーション ，　グループデイスカ ッション

などであった ．産後のクラスの内容は育児，甘乳，ベ

ビーマッ サージ，フリートークなどであ った ．ともに幅

広い内容を提供できたのではないかと考える ．実施にあ

たっ ては講義のみでなく ，実技を取り人れた演習やディ

スカッシ ョンを行い ，参加者が主体的に学ぶことのでき

る場としてきた ．また ，主催者側も参加者との関わりを

通して多くの学びを得た ．忌偉のない意見や感想を聞

かせていただくことで，対象者の細かい二一ズがわかり
，

日々の関わりを振り返る場となり臨床へのフィードバッ

クにつなげることができた ．参加者からは「受講する

人数に対しての助産師の人数が多くとても安心感がもて

たし ，質問もしやすい雰囲気でよか った」 ，「通常解ら

なか ったことが勉強できた」 ，「病院の母親学級では学べ

ないこともこの両親学級で学ぶことができた」 ，「妊娠牛

活を積極的に楽しく過ごすのに役立 った」などの感想が

聞かれた 一今後も対象への継続した関わりと対象者の

意見を反映した内容のクラスを開催して行きたい ．ま

た女性のライフステージ全般へのアプローチとサポート

という視点で振り返ると ，幼児期，思春期，更年期な

どは取り ．トげていないので今後活動に入れていく必要が

ある

（２）他のネ ットワークグループとの交流など

　イベントとしてはお母さんグループとの交流会（１９９９

１１）を行 った．また，本会と同様の目的をもつネ ットワー

クグループであるフムフムネ ットワーク（福岡）やベアー

ズ大分との情報交換を行っている 、そのようなネ ットワー

クを通して共同で講帥を招聰，講師依頼，各地域での助

産師活動やトピ ックスの報告などを行い ，亙いの活動を

活性化している ．専門職としての活動の活性化は図れて

いるが，地域に根ざしたネ ットワーク活動を行 っていく

には ，お母さんグループ等の地域で活動しているネ ット

ワークグループと交流をもち地域の二一ズを把握してい

く必要がある

（１）

・け丁およびその周囲の人々のサポートの持続と強化

　この目的に合致するイベントとしては ，「ふれあい両

親学級」（１９９７ ．９ ，８組１６名参加） ，「ふれあい育児学級」

（１９９８ ，５ ，７組２０名参加） ，「ほんわかマタニティークラ

ス」（１９９９ ．９ ，１０名参加） ，「ほんわか育児学級」（２０００

５， ６組１５名参加） ，「ニンププクラス」（２００１ ．３ ，９名

参加） ，「フィーリング ・ハーモニー　赤ちゃんと ・一緒の

コンサート」（２００３ ．１０）を行 った ．対象は母親だけで

なく ，父親，祖母，赤ちゃんと一緒等，幅広い対象に関

わることができている ．産前のマタニテイークラスの

参加者を対象に希望者へは新生児訪問を行い ，産後ク

（３）職種，職域をこえた活動の展開

　年に４回のミニレターの発行を行 っている 、内容は
，

イベントの案内，活動の幸民告，他のネ ットワークグルー

プからの情報の紹介，メンバーの近況などである ．また
，

月２呵の定例会では，幅広い職域の人が集り ，色々な視

点からディスカッシ ョンできることがお互いの視野や発

想を広げられることにつながっている

（４）知識，技術の向上

　この］的に合致するイベントとしては，第１同から第

５回のセミナー 各種勉強会，施設見学等があげられる
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長崎Ｃキューブ沽動辛臣告

内容は助産帥としてのあり方を考えるもの，国際的視野

を養うもの ，多様な分娩法，ベビーマッ サージ，アロマ

テラピー 食事に関するもの等であった ．セミナーは年

１同閉催し ，内谷はその時々で話題性のあるものを取り

Ｌげ，講演，実技，ディスカ ッシ ョン ，分科会などの形

式で多１１皮にわたる内容で閏係者へ学習および交流の場を

提供してきた、講師は施設勤務の助産師，開業助産帥
，

マタニティーコー ディネーター 産科医，大
一＝ １１教官，ア

ロマテラピストなどで様々な分野から棚き ，遠くはロン

ドン ，東京から講師を棚いたこともある ．参加者は世 ■ｒ

呑護や助産に従事する者がほとんどで，県内だけでなく
，

福１刑 ，大分，鹿児島からも参加があった ．このような機

会を逓して ，ｎ分の職域にどのように活川できるかを考

え， 従来の方法にプラス 〃のケアを加えるきっ かけとなっ

た． イベント終了後はアンケート調査を行 ってきたが
，

毎１□１参加者の満足度は高く ，セミナー 参加者の白由記載

の欄では ，「皆の］指す方１１１１が１司じで ，また皆のパワー

を感じ取れて ，やる気が溢れてきた ．」「とても楽しい研

修だ った ．』」的が一緒の仲閉がいるので，お互い励まし

介って頑張 って行きたい」「このセミナーに参加してと

ても焦りました ．勉強不足を思い知らされました ．今の

病院に不満を抱いているだけではだめなんですね ．これ

から少しでも病院を変えていけるよう頑張りたいです」

などの感想が聞かれた

３． イベントの紹介

　「フィーリング ・ハーモニー　赤ちゃんと 一一 緒のコン

サート」についてその概要と参加者の反応を紹介する

「親 ’ｒで参加できリッラクスできる場が欲しい」という

お母さん方からの声がありコンサートを企蘭した ．２００３

年１０Ｊ』４ｕ長崎 Ｉｌｆブリックホール囚際会議場にて長１■舳、

肋産帥会協賛のもと「フィーリング ・ハーモニー一 赤ちゃ

んと 一紺のコンサートー」と題して福１削躰秋月からピア

ニスト今川１てつ氏を迎えコンサートを開催した ．広報の

方法はラジオ ，長崎新閉 ，柳Ｈ新聞での案内，Ｃキュー

ブ会員や助産師会会王｛へはポスターを郵送，長崎’市内の

保伽刺５ヶ所とスパーマーケ ット４ヶ 所と保健センター

にポスターを掲 ノ」ミした ．コンサートは２部構成で行い ，

１郁が妊婦さんや ・一般の方対象，２部が赤ちゃんと 一一 絡

のコンサートとした ．３００人収容のホールに椅 ’戸１５０席を

川意し ，また ，絨毯張りの床の．１二に敷物を敷き１「由にく

つろげるようにした ．また授乳コーナーも設置した ．一

郁は１０劣の参加者でとても静かでこころが癒された ．２

部は１１０名の大人と１００名余りの赤ちゃんを含めた ・ゴども

たちの参加があった ．参加者にたいするアンケート結果

の概喫を以下に示す

　参加者：人人１１４名 ，’ゴども約１００名

　アンケート配布数１９４枚

　　　　　　　　　　（一火婦で参加の方には１枚配布〕

　アンケート回収数１８５枚（回収卒９０％）

　アンケート結果１

１）コンサートに関すること

（ユ）コンサートはイ可で知 ったか

　ポスター５名　知人から４６名　長崎新聞７名

　朝Ｈ新聞６名　　その他２３

¢コンサート参加のきっ かけ

　’ｒどもと参加できるから４９宇Ｉ（５８％）

　興味があ った２４名（２８％）

　妊娠中の胎教６名（７％〕

　知人に勧められて６名（７％）

　その他３名

　複数回答あり（３）

Ｇ）コンサートの雰囲気

　よか った５３名（６２％）

　まあまあよか った１９名（２２％）

　ふつう　９払（１１％）

　やや悪い１劣（１％）

　無：＝］ １」１宰芋　３名

０コンサートの内容

　よか った４５名（５３％）

　まあまあよか った１９名（２２％〕

　ふつう１０夕Ｉ（１２％）

　悪い　１名（１％）

２）アンケート川紙にＣキューブの沽動の紹介を「私た

ち長崎Ｃキューブは・け子に閑る専門職のグループです

両親学級 ・育児学級開催による育児支援や勉強会 ・セミ

ナー開催による関係者の学習および交流を行なっていま

す． 」と掲載した 、また］頃のＣキューブ活動に継続し

て参加している人たちも来ることが予測されたので，Ｃ

キューブに望むことについてもｎ山記載を求めた ．その

内容は ，今後も親
’ｒ一で参加できる企１山ｉをして欲しい９

名， 勉強会，講演会，情報交換の場をもっ て欲しい６
宇１， またこのようなコンサートを開いて欲しい９名で

あっ た．

おわりに

　７年問で行ってきた様々なイベントは参加者の評仙や

満足度は高か った 、また杜会的な評価としてエイボン女

性丈化センターから贈られる「１９９９年エイボングループ

サポート」に令国１７８グループの 。ヒ位２０グループに遺ぱ

れ肋成金をいただいた
．．

ｉ二催者側としては ，イベントを

重ねるにつれ，企画運常が効卒よくできるようにもなっ

た． 今までの活動の原動力となっ ていたのは ，沽動の楽

しさや充実感である ．ノ＞後は今までの沽動にプラスし

て幼児期 ，思春期，更年期の分野も机野に人れて地域の

二一ズを反映した企画を言１一両し ，さらに有意義な沽動に

したい ．そのためには地域の二一ズを知ること ，イベ

ント後にとっているアンケート内容の検、１寸を行い ，言平価

方法を再考する ，またマンパワーの確保と独化が言果一題と

なる

８５
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